
 

 

様式第3号(第17条関係) 

禁 止 行 為 の 解 除 承 認 申 請 書 

① 年 月 日  

 吉川松伏消防組合 

  消防本部消防長      

 

申請者         ②         

住 所                  

氏 名                  

電 話                  

 吉川松伏消防組合火災予防条例第23条第1項の規定により指定場所における禁止行為に

ついて解除の承認を受けたいので下記により申請いたします。 

防 火 対 象 物 

③ 

所在地   電 話   

名 称   

用 途   

設 備   

解除を受けよ

うとする行為 

④ 

種 類   喫 煙    裸火使用    危険物物品持込 

場 所   

期 間    年   月   日から    年   月   日 

理 由   

内 容 
  

行 為 責 任 者   ⑤ 収容人員 人  

火災予防上講じた措置 
  ⑥ 

 

第     号 

禁止行為の解除承認書 

 

 

上記のとおり承認する。ただし次の条件に従うこと。 

  
条 件 

    

 

      年   月   日 

吉川松伏消防組合消防本部 消 防 長   印     

備 考 

 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

 2 解除承認を受けようとする場所の詳細図及び付近の略図を添付すること。 



 

 

【禁止行為の解除承認申請書】 
 

① 「申請日」欄は、申請書提出日を記入する。 

②  「申請者」欄は、禁止行為を行う場所を有する防火対象物の所有者又

は防火管理者等、責任が明確な者の住所･氏名･電話番号を記入する

こと。また、申請者が法人の場合は、事業所の所在地･名称及び代表者

の職･ 氏名･電話番号を記入すること。 

③ 「防火対象物」欄は、禁止行為を行う場所を有する防火対象物の所在

地･ 電話番号･名称･用途を記入する。また、設備欄には禁止行為を行う

防火対 

象物に設置している消防用設備等をすべて記入する。 

④ 「解除を受けようとする行為」欄は、次により記入する。 

「種類」欄…解除承認を必要としない禁止行為を二重線で消すこと。 

「場所」欄…申請場所の階及びどこの場所か、特定できる名称等を簡

潔に記入する。 

「期間」欄…解除承認を必要とする期間を記入する。また、恒常的な

行為で期間のない場合は開始日のみ記入する。 

「理由」欄…解除承認を必要とする理由を簡潔に記入する。 

「内容」欄…行為内容を簡潔に記入する。また、記入することが困難

な場合は別紙任意様式として添付する。 

⑤ 「行為責任者」欄は、職･氏名を記入すること。 

⑥  「火災予防上講じた措置」欄は、解除承認を受けようとする行為に対

して火災予防上講じた内容を記入し、記入することが困難な場合は別紙

として 

添付する。 

例）消火器２本を増設します。 

従業員で屋内消火栓のホースを延長し配備しま

す。不燃性の容器で管理します。 

 

 

 

＊書類は、正副２部作成すること。 


